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日田の工場で働く



日田の工場で働く
１特集　日田でモノづくり

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

日
田
の
工
場
っ
て

　
知
っ
て
い
ま
す
か
。
日
田
に
ど
ん
な
工
場
が

あ
っ
て
、
何
を
作
っ
て
い
る
の
か
。
ど
ん
な
職

人
が
い
て
、
ど
ん
な
思
い
で
モ
ノ
づ
く
り
を
し

て
い
る
の
か
。
そ
こ
に
ど
ん
な
情
熱
と

誇
り
が
あ
る
の
か
。

　
こ
の
秋
、
３
年
に
１
度
の
「
第
10
回
日

田
市
工
業
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
の
工
場
が
工
場
見
学
や
製
品
の
展
示
を

行
い
、
日
頃
見
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
体
験
を
届
け
ま
す
。

　
展
示
物
に
触
れ
て
、
匂
い
を
嗅
ぐ
こ

と
で
分
か
る
こ
と
。
工
場
に
行
き
、
機
械
の

音
や
熱
を
感
じ
、
働
く
人
の
姿
を
見

る
こ
と
で
分
か
る
こ
と
。

　
日
田
で
作
っ
て
い
る
も
の
が
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
、
人
々
の
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
。
き
っ
と
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
世
界
が
日

田
の
工
場
に
は
あ
る
は
ず
で
す
。

　
そ
こ
に
あ
る
、
モ
ノ
づ
く
り
の
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
て
、
感
動
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
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人
が
集
ま
る
場
所
に
し
た
い

日
田
の
歴
史
と
家
具

　
家
具
の
主
要
な
産
地
と
言
え
ば
北
海
道
の
旭

川
家
具
、
岐
阜
県
の
飛
騨
家
具
、
福
岡
県
の
大

川
家
具
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
日
田
も
家
具
の
産

地
で
す
。
こ
れ
に
は
、
日
田
が
多
く
の
人
や
モ

ノ
が
行
き
交
い
繁
栄
し
た
「
天
領
」
の
地
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
周
囲
を
山
々
で
囲
ま
れ
、
自

然
の
恵
み
を
生
か
し
た
産
業
と
し
て
林

業
や
木
工
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
関
係
し
ま

す
。
家
具
の
中
で
も
「
脚
物
家
具
」
と
呼
ば
れ

る
ソ
フ
ァ
や
イ
ス
作
り
が
盛
ん
な
日
田
。
現
在

も
時
代
と
と
も
に
新
し
い
モ
ノ
を
作
り
続
け
、

情
報
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
日
田
家
具
を
広
め
、
そ
し
て
日
田

　
日
田
は
家
具
・
ソ
フ
ァ
の
産
地
で
す
。
江
戸
時

代
に
幕
府
が
杉
の
植
林
を
奨
励
し
、
ス
ギ
造
林
の

基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
拡
大
し
て
日
本

有
数
の
杉
の
美
林
と
言
わ
れ
る
「
日
田
杉
」
と
な

り
、
現
在
の
日
田
の
家
具
作
り
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
工
業
展
の
工
場
見
学
の
中
か
ら
、
日

田
家
具
工
業
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　
家
具
工
場
の
働
き
手
は
何
を
思
い
、
何
に
や

り
が
い
を
感
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
ベ
ス
ト
リ
ビ
ン
グ
㈱
で
働
い
て
い

る
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

を
人
が
集
ま
っ
て
く
る
場
所
に
し
て

い
き
た
い
。
職
人
や
働
き
手
、
日
田
家
具
の

フ
ァ
ン
が
集
ま
る
た
め
に
、
工
場
で
何
を
し

て
、
ど
の
よ
う
な
モ
ノ
が
作
ら
れ
、
ど
こ
で
使

わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

工
場
見
学
な
ど
で
日
田
の
人
に
ま
ず
発
信
し
て

い
き
た
い
と
日
田
家
具
工
業
会
の
中
村
広
樹
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

　
日
田
は
「
酒
・
陶
器
・
下
駄…

」
な
ど
い
ろ

ん
な
モ
ノ
づ
く
り
の
産
地
で
す
。
こ
ん
な
に
多

く
の
モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
場
所
は
全
国
で
も
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
皆
さ

ん
に
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
是
非
、
工
業

展
の
工
場
見
学
に
来
て
職
人
が
作
る
実
際
の
工

程
を
見
て
、
感
動
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日田家具工業会　中村広樹さん

日
田
の
家
具

家
具
工
場
で

働
く
人

ソファができるまで

2.枠工程3.ウレタン加工

5.張工程 4.裁断縫製工程6.仕上がり確認

1.設計

▲日田家具衆
　日田の実直なモノづくりを伝承し続ける事で、働き手も買
い手も集まってくる「唯一無二のモノづくりの聖地」を醸
成するために集まったソファ産地日田の若人衆。今回の工
場見学には家具衆メンバーの企業も多数参加します。

工場見学では
この仕事が見れる！

臼木 秀さん

日田出身で、高校を卒業し「日田の会
社で東京の一流施設のおしゃれな家具
を作っている会社がある」と知り就
職。布の裁断などを経験し現在は営業
職に。この仕事をしていて嬉しかった
ことは「商品の寸法や仕様が打ち合わ
せた通りにピッタリ現場に納まったと
き」と話す臼木さん。
「ここだったら何でもできる」という
イメージをお客様に与え、そしてグ
レードの高い商品を作り、もっとファ
ンを作っていくことが目標だと語って
くれました。

しげる

梶原和寿さん

日田出身で、イスが大好きな梶原さ
ん。求人に「すごい数のイスを作って
いる」と書いてあるのを見て就職し、
現在は設計を担当している。この仕事
をしていて嬉しかったことは「平面の
落書きから立体的なモノに出来上がる
とき」と話します。
作ろうと思えば色んなものを作れる会
社です。これからもたくさんの経験を
積み、お客様の要望に応えることがで
きる技術を磨き、働いていくことが目
標だと語ってくれました。

ひ　た　か　ぐ　ら
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日
田
の
ば
ね

人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

「
三
方
よ
し
」
を
目
指
し
て

　
「
ば
ね
」
と
は
、
力
を
加
え
た
ら
変
形
し
、

元
に
戻
る
モ
ノ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
身
近
な

も
の
で
い
え
ば
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
ソ
フ
ァ
の
中

に
も
「
ば
ね
」
は
存
在
し
、
弓
道
の
弓
や
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
選
手
の
義
足
に
も
「
ば

ね
」
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
の
中
に
は
多

く
の
「
ば
ね
」
が
隠
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ

ま
り
気
付
い
て
く
れ
な
い
モ
ノ
。
つ
ま
り
「
ば

ね
＝
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
日
田
ば
ね

工
業
会
の
竹
内
康
晃
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
自
動

車
１
台
の
中
に
４
千
個
も
使
わ
れ
て
い
る
「
ば

ね
」
。
目
立
た
な
い
け
れ
ど
、
進
化
・
発
展
す

る
世
の
中
で
役
立
ち
、
存
在
感
を
発
揮
し
、

　
「
ば
ね
」
は
普
段
の
生
活
で
見
え
な
い
所
や

目
立
た
な
い
所
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
中

に
疎
開
工
場
と
し
て
日
田
に
工
場
が
作
ら
れ
、

現
在
も
多
く
の
ば
ね
工
場
が
日
田
に
は
存
在
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
工
業
展
で
展
示
す
る
中
か
ら
、
日
田

ば
ね
工
業
会
を
紹
介
し
ま
す
。

人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
、
売
り
手
も
買
い
手
も
満
足
し
、
社
会
に

貢
献
で
き
て
こ
そ
良
い
商
売
と
言
っ
た
近
江

商
人
の
言
葉
「
三
方
よ
し
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
田
の
人
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
都
会
に
出
て

も
日
田
に
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
。
会
社
の
名
前

は
知
っ
て
い
る
が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の

工
業
展
で
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
、
職
場
体
験
な

ど
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
日
田
で
作
ら
れ
て
い
る
モ
ノ

を
見
る
こ
と
や
、
触
る
こ
と
で
モ
ノ
づ
く
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日田ばね工業会　竹内康晃さん

▲車で使われている「ばね」は、タイヤのホイールの部分や
車内にある取っ手の部分などいろいろな所に隠れていま
す。

ホイールの中 車内にある取っ手

　
ば
ね
工
場
の
働
き
手
は
何
を
思
い
、
何
に
や

り
が
い
を
感
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
中
央
発
条
工
業
㈱
で
働
い
て
い
る

二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

ば
ね
工
場
で

働
く
人

木下瑞望さん

出荷を担当している木下さん。発注さ
れた製品を在庫置き場から選び、発注
者のもとに届けるための準備をしてい
ます。この仕事をしていて嬉しかった
ことは「現場の技術職の人やドライ
バーなど外部の人と関われること」と
話します。「支えてくれる先輩たちや
仲間がいるから、仕事が楽しい」と笑
顔で語ってくれました。
今後は違う部署にも行ってみたいが、
まずこの仕事を教えることができるく
らいの技術を身につけることが目標だ
と語ってくれました。

たまみ

髙倉宏明さん

金型設計を担当している高倉さん。発
注された部品の設計をパソコンで行っ
ています。この仕事をしていて嬉し
かったことは「思い描いた寸法に一度
で決まったとき」と話します。製品加
工は一度で寸法が決まることはとても
難しく、寸法に合わせるまでに形状を
何度も変え調整が必要です。そしてそ
れが製品として車に実際に取り付けら
れているところを見るのも喜びである
と語ってくれました。
今後は金型設計の全てを１人でできる
だけの技術を身につけることが目標だ
と語ってくれました。

日田市工業連合会とは

　市内の30の団体・企業で構成され、企業間
や異業種間との協力体制を強化し、日田の産
業の基盤強化を推進する団体です。各種会議
への参加、情報の収集・提供や意見交換会等
を行っており、毎年「フォークリフト技能講
習会」や夏休みに「小学生の工場見学ツ
アー」も開催しています。
　

小さなばねから大きな家具、家庭の配管から
木材、地酒に生活道路など、日田はいろんな
モノづくりの産地って知っていましたか？
どんな場所でどんなモノが作られているの
か、この機会に是非、見て・知って・体感し
て、感動を味わってください。

18(金)～20(日)
10月

第10回
日田市工業展

パトリア日田ギャラリー　他ところ

製品展示、体験ブース、工場見学　等内容

※詳細は、次号の９月15日号でお知らせします。

小学生の
工場見学ツアー ▼

▼

フォークリフト
　技能講習会
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情報センター（水郷ＴＶ） テレビ・インターネット使用料、加入金、引込工事費、その他手数料が
改定されます。

　10月1日から消費税率（地方消費税率を含む）が10％に引き上げられます。これに伴い、市の公共施設の使用料など
の料金改定を行います。改定後の料金は10月1日以降に料金を徴収するものから適用します。なお、消費税が非課税とな
る土地・住宅の１か月以上の貸付けについての料金改定はありません。詳細は利用施設の窓口などでご確認ください。　

消費税率の引き上げに伴い
公共施設の使用料などを改定します

使 用 料 な ど を 改 定 す る 主 な 公 共 施 設

体育施設など

市立小・中学校の屋内運動場など、総合体育館、陸上競技場、大鶴スポーツ広場、夜明トレー
ニングセンター、弓道場、アーチェリー場、武道場、中城体育館・グラウンド、大原グラウン
ド、上津江体育館・グラウンド、大山体育館・武道場、光岡・三和スポーツ広場、天瀬スポー
ツ広場・総合グラウンド・屋根付き運動広場、天瀬やまびこ研修所、鯛生スポーツセンター、
朝日ヶ丘球場、平野球場、中津江Ｂ＆Ｇ海洋センター、天瀬Ｂ＆Ｇ海洋センター

社会教育施設など
中央公民館、生涯学習交流センター、各地区公民館、市民文化会館（パトリア日田）、淡窓図
書館、大山文化センター、中津江ホール、咸宜園教育研究センター、小鹿田焼陶芸館、豆田ま
ちづくり歴史交流館

観光施設など
日田 園山鉾会館、天領日田資料館、小野民芸村、鯛生金山観光施設、椿ケ鼻ハイランドパー
ク、奥日田フィッシングパーク

その他施設

出野地区交流センター、中津江村交流促進センター、コミュニティセンター（老松・花月・丸
山・出口）、多目的交流館（月出山・羽田・小山・伏木・柚木・曽家）、田来原美しい森づく
り公園交流施設、中津江村宿泊交流体験館、上津江地区定住交流促進施設、赤石老人憩の家、
総合保健福祉センター、大山総合福祉センター、天瀬総合福祉センター、大山保健センター、
東渓診療所・上津江診療所（診断書等文書作成料）、葬斎場、勤労者総合福祉センター、前津
江町農産物加工施設（赤石・大野第１・大野第２）、中津江村農産物処理加工施設、若林農用
団地農業用水施設、上津江農山村多面的機能活用促進施設、農村環境改善センター、天瀬農業
公園、林業センター、市営駐車場（隈・駅北第２・市役所横・田島・三本松）、隈まちづくり
センター、島内休憩所、日田駅前広場、萩尾公園・伏木公園などの各公園

※上記以外の課税対象（市営バス等）も原則、料金の改定を行います。詳細は各担当部署又は下記までにお問い合わせください。

上下水道料金
上下水道局経営管理課☎㉒８２２４

令和元年11月料金（12月請求分）から新税率を適用します。
※給水装置の新設又は改造に伴う新規加入金は、10月1日から改定されます。

廃棄物処理手数料
①環境課☎㉒８３５７
②清掃センター☎㉓０１１１
　バイオマス資源化センター☎㉕５８１１

①市指定ごみ袋のうち、燃やせるごみ専用袋・燃やせないごみ兼用袋
（大：45ℓ）の販売価格が350円から360円に改定されます。
②清掃センター及びバイオマス資源化センターの処理手数料が改定され
ます。

飲用井戸施設
環境課☎㉒８３５７ 令和元年11月料金（12月請求分）から新税率を適用します。

高度総合木材加工団地専用水道施設
企業立地推進室☎㉒８３１３ 令和元年11月料金（12月請求分）から新税率を適用します。

情報統計課☎㉒８２２９

地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

、
て
い
お
に
挙
選
長
市
の
び
た
の
こ
　

期
３
、
り
賜
を
援
支
ご
の
様
皆
の
く
多

く
だ
た
い
て
せ
わ
担
を
営
運
政
市
の
目

様
皆
の
間
の
こ
。
た
し
ま
り
な
と
と
こ

上
し
申
を
謝
感
く
深
に
情
厚
ご
の
ら
か

さ
重
の
任
責
の
そ
、
に
も
と
と
す
ま
げ

ご
で
ろ
こ
と
る
い
て
し
感
痛
て
め
改
を

。
す
ま
い
ざ

で
政
市
の
間
年
８
期
２
の
で
ま
れ
こ
　

政
市
た
れ
か
開
る
す
加
参
が
民
市
、
は

わ
に
来
将
が
様
皆
、
て
し
と
本
基
を

能
可
続
持
「
う
よ
る
き
で
が
と
こ
る
け

な
々
様
、
に
頭
念
を
」
り
く
づ
ち
ま
な

。
た
し
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取
に
策
政

評
の
定
一
る
す
対
に
営
運
政
市
の
間
年

と
こ
る
じ
感
を
待
期
の
へ
目
期
３
と
価

政
行
、
は
で
方
一
、
が
た
し
ま
き
で
が

策
施
「
度
一
今
。
た
し
ま
し
感
実
を
と

で
感
実
が
果
成
の
組
取
、
し
証
検
り
か

れ
け
な
か
い
て
め
努
に
営
運
政
市
る
き

と
た
し
に
た
新
を
意
決
と
い
な
ら
な
ば

。
す
ま
い
ざ
ご
で
ろ
こ

し
ま
り
た
当
に
営
運
政
市
の
目
期
３
　

な
め
進
に
か
や
速
を
興
復
と
旧
復
の
ら

が
な
つ
に
」
生
創
の
市
田
日
「
、
ら
が

も
と
と
る
じ
講
に
的
極
積
を
策
施
る

変
の
勢
情
会
社
な
ん
ど
が
市
田
日
、
に

う
よ
る
な
と
ち
ま
る
れ
ら
え
耐
も
に
化

め
進
を
」
り
く
づ
ち
ま
な
能
可
続
持
「

。
す
ま
り
い
ま
て

す
対
に
代
世
て
育
子
と
供
子
、
ず
ま
　

、
産
出
ら
か
娠
妊
、
し
力
注
に
策
施
る

育
と
き
生
き
生
が
ち
た
供
子
、
て
し
そ

の
め
た
る
す
援
支
て
し
貫
一
を
と
こ
つ

ま
。
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取
に
設

社
を
験
経
と
恵
知
の
代
世
ア
ニ
シ
、
た

が
障
、
援
支
業
創
の
め
た
す
か
生
に
会

出
創
を
場
の
き
働
る
き
で
躍
活
が
者
い

携
連
の
祉
福
と
野
分
業
農
の
め
た
る
す

。
す
ま
り
い
ま
て
し
進
推
を

の
め
た
る
せ
さ
展
発
を
業
産
、
に
次
　

や
応
対
の
へ
信
通
速
高
、
て
し
と
組
取

者
齢
高
、
で
方
一
。
す
ま
め
進
を
良
改

ま
踏
を
状
現
る
す
発
多
が
故
事
通
交
の

購
の
置
装
止
抑
進
発
急
の
車
動
自
、
え

ま
て
じ
講
を
策
援
支
て
し
対
に
ど
な
入

。
す
ま
り
い

づ
ち
ま
い
強
に
害
災
、
も
に
他
の
こ
　

整
の
線
無
政
行
災
防
の
め
た
の
り
く

に
用
活
の
」
税
与
譲
境
環
林
森
「
、
備

推
の
策
大
拡
要
需
と
備
整
林
森
る
よ

誘
業
企
や
保
確
材
人
の
業
企
場
地
、
進

源
資
域
地
、
施
実
の
策
施
の
め
た
の
致

光
観
的
略
戦
た
え
交
を
験
体
と
用
活
の

ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取
も
に
開
展
の

。
す

域
地
辺
周
、
中
む
進
が
少
減
の
口
人
　

で
け
だ
力
の
政
行
、
ど
な
策
対
疎
過
の

え
迎
を
代
時
な
難
困
が
決
解
の
題
課
は

ら
か
だ
代
時
な
う
よ
の
こ
。
す
ま
い
て

き
か
を
汗
に
も
と
と
様
皆
の
民
市
そ
こ

ち
ま
の
働
協
民
市
「
く
い
で
ん
組
り
取

ま
り
お
て
え
考
と
だ
要
重
が
」
り
く
づ

協
ご
援
支
ご
の
様
皆
、
き
続
き
引
。
す

。
す
ま
し
た
い
い
願
お
を
力

７月22日に行われた任期満了に伴う日田市長選挙によって、原田啓介市長の３期目がスタートす
ることになりました。

　
負
抱
の
目
期
３
　
政
市
田
原
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　おきあげ人形、その下絵、製作用具等が「おきあげ
人形製作資料」として、本年７月25日に市指定有形民
俗文化財に指定されました。
　おきあげ人形自体のコレクションはいくつかありま
すが、製作者側の資料でまとまった一括資料は他に存
在しないため、この「おきあげ人形製作資料」は、日
田市の伝統的な暮らしを伝える貴重な資料です。

▼おきあげ人形製作資料
・作品及び製作用具等点数
　計555点
・所有者（問合せ先）
　川津三郎 氏（有田町在住）☎㉒２００２
※毎年「天領ひたおひなまつり」の時期（２月15日～３月
31日）に、自宅で公開しています。ご覧になりたい人は上
記にお問い合わせください。

●「おきあげ人形製作資料」が市指定文化財に指定されました！

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１（市役所別館２階）

▲おきあげ人形 ▲おきあげ人形の下絵

▲製作用具

市政情報ピックアップ

●ひた林業就業体験ツアー参加者募集
　林業に興味があり市内で林業への就業を希望する45
歳以下の人を対象に、林業の作業体験等を行う「林業
就業体験ツアー」を実施します。

▼とき　10月18日㈮～19日㈯

▼ところ
　市内各所（原木市場、林業作業地、製材所等）

▼旅行代金　6,000円
※宿泊代、バス代、食事、保険料等を含む。
※日田市在住等で宿泊しない人は4,000円。

▼募集数　10人（先着順）

▼行程　
【１日目】市役所集合（９:30）→原木市場見学・
昼食、枝打ち体験、チェンソー作業等（10:30～
16:00）→市内ホテル（泊）
【２日目】市内ホテル出発（９:00）→高性能林業
機械の簡単な操作体験、昼食、製材所見学等
（10:30～15:15）→市役所解散（15:30）

▼申込期限　10月８日㈫

▼申込先
　㈱日田ツーリストに電話又は直接窓口で申込み

問林業振興課森林整備係☎㉒８２１２（市役所３階）

■旅行企画・実施　
　近畿日本ツーリスト九州　九州エージェントセンター
　観光庁長官登録旅行業第1886号　（一社）日本旅行業協
会正会員、旅行業公正取引協議会会員、ボンド保証会員
　〒810-0001 福岡市中央区天神2-8-34 住友生命福岡ビル1階

■受託販売　（株）日田ツーリスト　大分県知事登録旅行業
　3-85号　総合旅行業務取扱管理者　廣田朝成
※総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業
所での取引に関する責任者です。この旅行の契約に関し、
担当者からの説明に不明な点がございましたら遠慮なく上
記の旅行業務取扱管理者に質問してください。

■営業時間　午前9時30分～午後6時
          　　 土曜日は午後0時30分まで（日曜日、祝日定休）
　（株）日田ツーリスト　〒877-0026　日田市田島本町6-19
   ☎㉒４８９１　　㉔２１７３

詳しい旅行条件を説明した書面（パンフレット）をお渡
ししますので、事前に確認の上、お申し込みください。

問商工労政課商業・消費生活係☎㉒８２３９（市役所３階）

問商工労政課雇用・労働環境係（市役所３階）
　☎㉒８２３９　　㉒８２４６

●採用氷河期を勝ち抜く！採用戦略
採用支援特別セミナー

　経営者、採用人事担当者を対象に採用支援特別セミナーを無料で開催します。

▼とき
　９月25日㈬　午後２時～３時30分
　（受付：午後１時30分～）　

▼ところ
　市役所７階　大会議室

▼募集数　50人（先着順）

▼講師　　　
　㈱ニッチモ　代表取締役　他　
　海老原嗣生 氏

▼申込方法
　氏名、連絡先、事業所名を明記し、ファックス又は
電話のいずれかで右記に申込み

海老原嗣生 氏　プロフィール　

　1964年、東京生まれ。大手メーカーを経てリ
クルートエイブリック（現リクルートキャリ
ア）入社。新規事業の企画・推進、人事制度設
計等に携わり、リクルートワークス研究所へ出
向、雑誌「Works」編集長に。専門は、人材マ
ネジメント、経営マネジメント論など。2008年
にＨＲコンサルティング会社㈱ニッチモを立ち
上げる。「エンゼルバンク」（モーニング連
載、テレビ朝日系でドラマ化）の主人公海老沢
康生のモデル。日経新聞やビジネス誌での連
載、ニュース番組でのコメンテーターなど活躍
の場は多岐にわたる。著作は、単著24作。

▲海老原嗣生 氏

つぐお

経営者
採用責任者
必見！

　最近よく耳にする、フリマアプリのメルカリ、民宿
等の予約サイトのＡｉｒｂｎｂ、配車アプリのＵｂｅｒ
などは、シェアリングエコノミー（以下「シェアエ
コ」）という経済活動の仕組みで行われています。　
　今後市内でも、シェアエコサービスの取組が進んで
いく予定です。是非この機会に、シェアエコの専門家
や地域おこし企業人と、シェアエコの特徴やメリット
などを学びませんか。

▼とき　９月10日㈫　
　【昼の部】午後２時～３時30分
　【夜の部】午後７時～８時30分

▼ところ
　市役所７階　中会議室

▼募集数　各30人

●知りたい！シェアリングエコノミー＆
　　　　　　　　　　　　　実践しよう！地域体験プログラム

参加
無料

▲ハレ・ローラン
（地域おこし企業人）

▲石上涼子さん
（シェアリングエコノミー伝道師）

右記二次元コードから申込み、又は
右記にお問い合わせください。

・シェアリングエコノミーとは？
・ビジネスとしての特徴等
・佐賀県多久市での取組

・晴れまちプロジェクト（中間報告）
・ＴＡＢＩＣＡによる地域体験の創出
※希望者には、地域体験創出のワーク
ショップ実施。
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市政情報ピックアップ

　全国の市民クルー・議会議員クルーが「水郷ひた三
隈川」に集結します。日田市からは、９クルーが市代
表として大会に出場します。大会当日は、皆さんのご
声援をお願いします。

▼とき
　予選：９月28日㈯　正午～午後４時30分
　決勝：９月29日㈰　午前８時～正午　

▼ところ
　三隈川特設会場（銭渕橋より下流域）

▼競漕種目
　ナックルフォア（漕ぎ手４人、舵取り１人）450ｍ

　フェンシング競技エペ種目日本代表の2020年東京
オリンピック事前キャンプ地に決定した日田市では、
フェンシング競技ナショナルチームの合同キャンプが
開催されます。個人、団体ともに、東京オリンピック
でのメダル獲得が期待される日本代表選手団をはじ
め、各国代表選手が日田市に集結しますので、皆様の
ご声援をお願いします。

▼とき　９月９日㈪～19日㈭（予定）　
　　　　午前10時～午後７時
※午後０時30分～３時30分までは昼休み。

▼ところ
　総合体育館

▼参加国
　日本、ウクライナなど７か国
※急きょ、スケジュールが変更となる場合があります。

問スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

参加
無料

中学生以上
対象

●第28回全国市町村交流レガッタ日田大会

●フェンシング競技トレーニングキャンプinひた

全国市町村交流レガッタ大会とは　

　ボート競技の普及を目的として行われている
大会。平成４年10月に第１回大会が福井県美浜
町で開催され、白熱したレースを全国各地で展
開し、今年は日田で開催されます！

国際スポーツ大会事前キャンプ地誘致推進事業

交通規制（通行止め）のお知らせ　

大会の開催に伴い、会場周辺では交通規制（全
面通行止め）が実施されます。ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
■区間①
　市道鏡坂銭渕線（京町児童公園～ナフコ日田店裏）
・とき　　９月27日㈮　午前８時から
　　　　　９月29日㈰　午後５時まで
■区間②
　銭渕橋～市道鏡坂銭渕線（京町児童公園）
・とき　　９月28日㈯　午前10時～午後５時
　　　　　９月29日㈰　午前６時～午後１時

くらしの情報次回の広報ひた９月15日号は、９月17日㈫に発送します。Information ９.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

あ
な
た
の
看
板
（
屋
外
広
告
物
）
は

許
可
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

９
月
１
日
か
ら
10
日
は
屋
外
広
告
物
の
適

正
化
旬
間
で
す
。
設
置
場
所
や
看
板
の
種

類
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
、
設
置
後
は
良

好
な
状
態
を
保
持
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。
屋
外
に
看
板
を
設
置
す
る
場
合
は

原
則
と
し
て
許
可
が
必
要
で
す
。

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
許
可
が
必
要
と
な
る
看
板
　
野
立
看

板
、
壁
面
広
告
、
屋
上
広
告
な
ど
屋
外

に
継
続
し
て
設
置
・
表
示
さ
れ
る
も
の

※
許
可
申
請
等
の
有
無
や
取
り
外
し
等
は
、
事

前
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
ポ
イ
ン
ト
還
元

９
か
月
間
限
定
で
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に

よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
二
次
元
コ
ー
ド
決
済
等
）
を
使
っ

た
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
令
和
２
年
６
月
30
日
㈫

■
消
費
者
へ
の
還
元
内
容

　
期
間
中
に
対
象
の
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
支
払
い
を
し
た
人
に
は
ポ
イ
ン
ト

還
元
等
を
実
施

■
事
業
者
へ
の
支
援
内
容

•
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
本
体
と
設

置
費
用
が
無
料

•
期
間
中
は
決
済
事
業
者
に
支
払
う
決
済

手
数
料
が
実
質
２
･
17
％
以
下

※
支
援
を
受
け
る
に
は
決
済
事
業
者
を
通
じ
た

加
盟
店
登
録
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
契
約
す
る
決
済
事
業
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
先

・
消
費
者
向
け
電
話
窓
口

　
☎
０
１
２
０
‐
０
１
０
９
７
５

・
中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け
電
話
窓
口

☎
０
５
７
０
‐
０
０
０
６
５
５

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
は
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
円
滑
な
解
決
へ
の
第
一
歩

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。
悪
質
商
法

等
に
よ
る
被
害
や
契
約
内
容
の
件
な
ど
で

お
困
り
の
と
き
は
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

３
桁
の
電
話
番
号
で
つ
な
が
る
「
１
８
８

（
い
や
や
！
）
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

問
日
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
６
階
）

地
下
水
（
井
戸
水
）
の

使
用
人
数
の
確
認
を

地
下
水
（
井
戸
水
）
を
利
用
し
て
下
水
道

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
使
用
人
数
を

基
に
下
水
道
使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。
ま

た
、
使
用
人
数
の
認
定
変
更
は
、
上
下
水

道
局
料
金
セ
ン
タ
ー
に
届
出
の
あ
っ
た
時

点
か
ら
行
い
ま
す
。
使
用
人
数
の
変
更
又

は
井
戸
水
使
用
の
中
止
等
が
あ
る
場
合

は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
使
用
人
数
と
は
住
民
票
に
関
わ
ら
ず
、
実
際

に
居
住
し
て
い
る
人
数
で
す
。

問
上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
８
２
２
０
（
市
役
所
５
階
）

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

現
状
変
更
行
為
の
許
可
制
度

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
で
建
物
や

工
作
物
、
樹
木
な
ど
の
外
観
を
変
更
す
る

と
き
は
事
前
に
市
へ
現
状
変
更
行
為
の
許

可
申
請
が
必
要
で
す
。
許
可
に
あ
た
っ
て

は
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
計

画
の
段
階
で
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
日
常
の
維
持
管
理
行
為
や
災
害
時
の
応
急
処

置
等
は
手
続
き
不
要
で
す
。

■
許
可
が
必
要
な
行
為

・
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
又
は
除
却

・
修
繕
、
模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更
に
よ

る
外
観
の
変
更

・
土
地
の
形
質
の
変
更

・
木
竹
等
の
伐
採

・
土
石
類
の
採
取
　
等

■
許
可
を
必
要
と
し
な
い
行
為

・
外
観
の
変
更
を
伴
わ
な
い
内
部
改
装

・
非
常
災
害
時
の
緊
急
措
置

・
水
道
管
等
地
下
に
設
け
る
工
作
物

・
木
竹
等
の
剪
定

・
そ
の
他
軽
易
な
行
為
　
等

問
文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

全
て
の
飲
食
店
等
で

消
火
器
具
の
設
置
が
必
要
で
す

平
成
28
年
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
飲
食
店

で
起
こ
っ
た
大
規
模
火
災
を
受
け
、
10
月

１
日
か
ら
消
火
器
具
の
設
置
基
準
が
強
化

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
火
を
利
用
す
る

全
て
の
飲
食
店
等
に
消
火
器
具
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
場
合
は
消
火
器
具
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
家
庭
用
コ
ン
ロ
等
に
付
い
て
い
る
Ｓ
ｉ
セ
ン

サ
ー
な
ど
防
火
上
有
効
な
措
置
が
あ
る
場
合

は
免
除
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
消
防
署
予
防
係
☎
㉔
２
２
０
４

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き

　
９
月
20
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
９
月
19
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

■
と
き

　
９
月
27
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
パ
ト
リ
ア
日
田
専
用
駐
車
場
、
市

営
駅
北
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　■
と
き

　
９
月
12
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
７
０
２
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　
９
月
12
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題
　
も
っ
と
学
ぼ
う
！
子
ど
も
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー

■
講
師

　
大
分
大
学
客
員
教
授
　
中
津
市
立
中
津

市
民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟
．
先
生

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
」
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
９
月
30
日
㈪

・
昼
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
夜
の
部
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
中
会
議
室

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
期
限
　
９
月
20
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者

を
対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
８
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※

託
児
は
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
27
日
㈮

※

電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

「
脱
メ
タ
ボ
教
室
」
参
加
者
募
集

40
歳
か
ら
69
歳
の
人
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
及

び
運
動
習
慣
の
定
着
を
目
的
と
し
た
運
動

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
条
件
で
す
。

■
と
き
　
10
月
10
日
㈭
か
ら
11
月
28
日
㈭

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
全
８
回
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　
ス
テ
ッ
プ
運
動
、
ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
運
動
実
技
、
健
康
講
話
　
等

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
10
月
１
日
㈫

※
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
®
は
（
一
社
）
日
本
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
協
会
の
登
録
商
標
で
す
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が
ら

日
田
で
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
９
月
７
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

②
９
月
14
日
㈯
　
40
・
50
代
の
独
身
男
女

③
９
月
21
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

④
９
月
28
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
秋
の
自
然
観
察
会

■
と
き
　
９
月
14
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
曽
田
の
池
・
桜
滝
等
（
天
瀬
町
）

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※
午
前
８
時
50
分
ま
で
に
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
服
装
　
山
歩
き
が
で
き
る
格
好

※
弁
当
、
飲
み
物
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

万
華
鏡
作
り
を
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
21
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

①
の
み
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

日
田
市
交
通
安
全
大
会

市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
日
田
市

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

巡
回
特
別
労
働
相
談

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
等
が
労
働
問

題
の
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
に
つ
い
て
話
を
聞

く
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
19
日
㈭
　

　
受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

※
相
談
無
料
、
予
約
不
要
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
２
０
‐
６
０
１
‐
５
４
０

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

無
料
で
木
造
住
宅
の

簡
易
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
住
宅
部
分
の
面
積

が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

を
対
象
に
行
う
無
料
の
簡
易
耐
震
診
断
で

す
。
自
宅
の
耐
震
性
を
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き
　
９
月
24
日
㈫
〜
27
日
㈮

■
募
集
戸
数
　
20
戸

■
申
込
期
限
　
９
月
19
日
㈭

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

第
73
回
日
田
市
文
教
祭
（
９
月
開
催
行
事
）

第
15
回
日
田
市
美
術
展

■
と
き
　
９
月
25
日
㈬
〜
29
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
多
目
的
ホ
ー
ル

　
２
階
　
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

【
表
彰
式
】

■
と
き
　
９
月
29
日
㈰
　
午
後
２
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
８
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
４
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
０
８
７
７

月
出
山
岳
山
頂
観
月
祭
参
加
者
募
集
　

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
14
日
㈯

　
午
後
５
時
　
月
出
山
集
会
所
集
合

□
募
集
数
　
50
人

□
参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
事
付
）

※
左
記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈫

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
２
３
９
３
‐
０
２
１
９

　
　
㉔
８
１
３
３

熊
本
・
日
田 

復
興
支
援

「
清
和
文
楽
・
出
張
講
演
」

熊
本
県
山
都
町
に
伝
わ
る
人
形
浄
瑠
璃
を

鑑
賞
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
16
日
㈷

　
午
後
１
時
30
分
　
石
井
小
学
校
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料

問
石
井
町
２
丁
目
自
治
会
（
坂
本
）

　
☎
㉓
９
５
１
８

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
ひ
た
８
月
15
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
　
く
ら
し
の
情
報
「
有
害
鳥
獣

一
斉
捕
獲
の
実
施
」
の
日
程

■
一
斉
捕
獲
期
間

誤
…
９
月
１
日
㈰
〜
15
日
㈰

正
…
９
月
８
日
㈰
〜
22
日
㈰

■
一
斉
捕
獲
日

誤
…
９
月
１
日
㈰
、
８
日
㈰
、
15
日
㈰

正
…
９
月
８
日
㈰
、
15
日
㈰
、
22
日
㈰

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）
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こころちゃん

あ
な
た
の
看
板
（
屋
外
広
告
物
）
は

許
可
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

９
月
１
日
か
ら
10
日
は
屋
外
広
告
物
の
適

正
化
旬
間
で
す
。
設
置
場
所
や
看
板
の
種

類
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
、
設
置
後
は
良

好
な
状
態
を
保
持
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。
屋
外
に
看
板
を
設
置
す
る
場
合
は

原
則
と
し
て
許
可
が
必
要
で
す
。

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
許
可
が
必
要
と
な
る
看
板
　
野
立
看

板
、
壁
面
広
告
、
屋
上
広
告
な
ど
屋
外

に
継
続
し
て
設
置
・
表
示
さ
れ
る
も
の

※
許
可
申
請
等
の
有
無
や
取
り
外
し
等
は
、
事

前
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
ポ
イ
ン
ト
還
元

９
か
月
間
限
定
で
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に

よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
二
次
元
コ
ー
ド
決
済
等
）
を
使
っ

た
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
令
和
２
年
６
月
30
日
㈫

■
消
費
者
へ
の
還
元
内
容

　
期
間
中
に
対
象
の
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
支
払
い
を
し
た
人
に
は
ポ
イ
ン
ト

還
元
等
を
実
施

■
事
業
者
へ
の
支
援
内
容

•
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
本
体
と
設

置
費
用
が
無
料

•
期
間
中
は
決
済
事
業
者
に
支
払
う
決
済

手
数
料
が
実
質
２
･
17
％
以
下

※
支
援
を
受
け
る
に
は
決
済
事
業
者
を
通
じ
た

加
盟
店
登
録
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
契
約
す
る
決
済
事
業
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
先

・
消
費
者
向
け
電
話
窓
口

　
☎
０
１
２
０
‐
０
１
０
９
７
５

・
中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け
電
話
窓
口

☎
０
５
７
０
‐
０
０
０
６
５
５

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
は
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
円
滑
な
解
決
へ
の
第
一
歩

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。
悪
質
商
法

等
に
よ
る
被
害
や
契
約
内
容
の
件
な
ど
で

お
困
り
の
と
き
は
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

３
桁
の
電
話
番
号
で
つ
な
が
る
「
１
８
８

（
い
や
や
！
）
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

問
日
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
６
階
）

地
下
水
（
井
戸
水
）
の

使
用
人
数
の
確
認
を

地
下
水
（
井
戸
水
）
を
利
用
し
て
下
水
道

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
使
用
人
数
を

基
に
下
水
道
使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。
ま

た
、
使
用
人
数
の
認
定
変
更
は
、
上
下
水

道
局
料
金
セ
ン
タ
ー
に
届
出
の
あ
っ
た
時

点
か
ら
行
い
ま
す
。
使
用
人
数
の
変
更
又

は
井
戸
水
使
用
の
中
止
等
が
あ
る
場
合

は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
使
用
人
数
と
は
住
民
票
に
関
わ
ら
ず
、
実
際

に
居
住
し
て
い
る
人
数
で
す
。

問
上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
８
２
２
０
（
市
役
所
５
階
）

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

現
状
変
更
行
為
の
許
可
制
度

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
で
建
物
や

工
作
物
、
樹
木
な
ど
の
外
観
を
変
更
す
る

と
き
は
事
前
に
市
へ
現
状
変
更
行
為
の
許

可
申
請
が
必
要
で
す
。
許
可
に
あ
た
っ
て

は
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
計

画
の
段
階
で
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
日
常
の
維
持
管
理
行
為
や
災
害
時
の
応
急
処

置
等
は
手
続
き
不
要
で
す
。

■
許
可
が
必
要
な
行
為

・
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
又
は
除
却

・
修
繕
、
模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更
に
よ

る
外
観
の
変
更

・
土
地
の
形
質
の
変
更

・
木
竹
等
の
伐
採

・
土
石
類
の
採
取
　
等

■
許
可
を
必
要
と
し
な
い
行
為

・
外
観
の
変
更
を
伴
わ
な
い
内
部
改
装

・
非
常
災
害
時
の
緊
急
措
置

・
水
道
管
等
地
下
に
設
け
る
工
作
物

・
木
竹
等
の
剪
定

・
そ
の
他
軽
易
な
行
為
　
等

問
文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

全
て
の
飲
食
店
等
で

消
火
器
具
の
設
置
が
必
要
で
す

平
成
28
年
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
飲
食
店

で
起
こ
っ
た
大
規
模
火
災
を
受
け
、
10
月

１
日
か
ら
消
火
器
具
の
設
置
基
準
が
強
化

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
火
を
利
用
す
る

全
て
の
飲
食
店
等
に
消
火
器
具
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
場
合
は
消
火
器
具
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
家
庭
用
コ
ン
ロ
等
に
付
い
て
い
る
Ｓ
ｉ
セ
ン

サ
ー
な
ど
防
火
上
有
効
な
措
置
が
あ
る
場
合

は
免
除
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
消
防
署
予
防
係
☎
㉔
２
２
０
４

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き

　
９
月
20
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
９
月
19
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

■
と
き

　
９
月
27
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
パ
ト
リ
ア
日
田
専
用
駐
車
場
、
市

営
駅
北
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　■
と
き

　
９
月
12
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
７
０
２
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　
９
月
12
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題
　
も
っ
と
学
ぼ
う
！
子
ど
も
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー

■
講
師

　
大
分
大
学
客
員
教
授
　
中
津
市
立
中
津

市
民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟
．
先
生

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
」
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
９
月
30
日
㈪

・
昼
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
夜
の
部
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
中
会
議
室

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
期
限
　
９
月
20
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者

を
対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
８
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※

託
児
は
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
27
日
㈮

※

電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

「
脱
メ
タ
ボ
教
室
」
参
加
者
募
集

40
歳
か
ら
69
歳
の
人
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
及

び
運
動
習
慣
の
定
着
を
目
的
と
し
た
運
動

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
条
件
で
す
。

■
と
き
　
10
月
10
日
㈭
か
ら
11
月
28
日
㈭

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
全
８
回
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　
ス
テ
ッ
プ
運
動
、
ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
運
動
実
技
、
健
康
講
話
　
等

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
10
月
１
日
㈫

※
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
®
は
（
一
社
）
日
本
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
協
会
の
登
録
商
標
で
す
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が
ら

日
田
で
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
９
月
７
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

②
９
月
14
日
㈯
　
40
・
50
代
の
独
身
男
女

③
９
月
21
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

④
９
月
28
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
秋
の
自
然
観
察
会

■
と
き
　
９
月
14
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
曽
田
の
池
・
桜
滝
等
（
天
瀬
町
）

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※
午
前
８
時
50
分
ま
で
に
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
服
装
　
山
歩
き
が
で
き
る
格
好

※
弁
当
、
飲
み
物
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

万
華
鏡
作
り
を
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
21
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

①
の
み
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

日
田
市
交
通
安
全
大
会

市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
日
田
市

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

巡
回
特
別
労
働
相
談

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
等
が
労
働
問

題
の
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
に
つ
い
て
話
を
聞

く
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
19
日
㈭
　

　
受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

※
相
談
無
料
、
予
約
不
要
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

外国にルーツを持つ人の人権

　来年の東京オリンピック・パラリンピックの
開催を控え、様々なスポーツの話題を耳にする
ようになりました。中でも、日本と外国にルー
ツを持つ日本人選手について話題になることが
増えてきました。
　厚生労働省が行っている「人口動態調査」に
よると、2017年の出生数は約94万人で、この
うち父母のどちらかが外国人である子供は約１
万８千人となっています。これは約50人に１人
が外国にもルーツを持つということであり、こ
のことは珍しいことではなくなってきていま
す。
　しかし、特定の国の出身者であることやその
子孫であることのみを理由に日本社会から追い
出そうとしたり、危害を加えようとしたりする
行為（ヘイトスピーチ）といった、いわれのな
い差別や偏見を受けることがあるのです。
　このことが、マスメディア等で大きく取り上
げられるなど社会的関心が高まってきたことな
どによって、平成28年に「本邦外出身者に対す
る不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進
に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）」が施
行されました。法律の第三条（基本理念）で
は、「国民は本邦外出身者に対する不当な差別
的言動の解消の必要性に対する理解を深めると
ともに、本邦外出身者に対する不当な差別的言
動のない社会の実現に寄与するよう努めなけれ
ばならない」とされています。このように、外
国にもルーツを持つ人が、そのことを理由に不
当な差別を受けることがあってはならないので
す。
　現在、スポーツに限らず、幅広い分野で日本
と外国にルーツを持つ人たちが活躍していま
す。さらに、外国人労働者の受入れ拡大等によ
って、外国にルーツを持つ人が増えていくこと
が予想されます。その中で、外見やそのルーツ
に捉われることなく、地域社会の一員として受
入れることが「不当な差別的言動のない社会の
実現」に必要なことではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　
　
０
１
２
０
‐
６
０
１
‐
５
４
０

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

無
料
で
木
造
住
宅
の

簡
易
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
住
宅
部
分
の
面
積

が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

を
対
象
に
行
う
無
料
の
簡
易
耐
震
診
断
で

す
。
自
宅
の
耐
震
性
を
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き
　
９
月
24
日
㈫
〜
27
日
㈮

■
募
集
戸
数
　
20
戸

■
申
込
期
限
　
９
月
19
日
㈭

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

第
73
回
日
田
市
文
教
祭
（
９
月
開
催
行
事
）

第
15
回
日
田
市
美
術
展

■
と
き
　
９
月
25
日
㈬
〜
29
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
多
目
的
ホ
ー
ル

　
２
階
　
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

【
表
彰
式
】

■
と
き
　
９
月
29
日
㈰
　
午
後
２
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
８
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
４
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
０
８
７
７

月
出
山
岳
山
頂
観
月
祭
参
加
者
募
集
　

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
14
日
㈯

　
午
後
５
時
　
月
出
山
集
会
所
集
合

□
募
集
数
　
50
人

□
参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
事
付
）

※
左
記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈫

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
２
３
９
３
‐
０
２
１
９

　
　
㉔
８
１
３
３

熊
本
・
日
田 

復
興
支
援

「
清
和
文
楽
・
出
張
講
演
」

熊
本
県
山
都
町
に
伝
わ
る
人
形
浄
瑠
璃
を

鑑
賞
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
16
日
㈷

　
午
後
１
時
30
分
　
石
井
小
学
校
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料

問
石
井
町
２
丁
目
自
治
会
（
坂
本
）

　
☎
㉓
９
５
１
８

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
ひ
た
８
月
15
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
　
く
ら
し
の
情
報
「
有
害
鳥
獣

一
斉
捕
獲
の
実
施
」
の
日
程

■
一
斉
捕
獲
期
間

誤
…
９
月
１
日
㈰
〜
15
日
㈰

正
…
９
月
８
日
㈰
〜
22
日
㈰

■
一
斉
捕
獲
日

誤
…
９
月
１
日
㈰
、
８
日
㈰
、
15
日
㈰

正
…
９
月
８
日
㈰
、
15
日
㈰
、
22
日
㈰

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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まちの話題

奏でた！踊った！楽しんだ！大山の夏
　７月27日、夏の一大イベント「第43回大山ふる
さと夏まつり」が大山文化センター周辺で開催され
た。猛暑の中、恒例のバスケットボール大会や子供
たちの踊りや吹奏楽の演奏などが行われ、屋台が並
ぶ賑やかな会場に約500人が集まった。昨年好評だ
った大山音頭を輪になって踊ったり、お楽しみの抽
選会に一喜一憂したり、夏の良い思い出となった。

思い出に残る夏祭り
　８月３日、「第７回上津江夏祭り」が道の駅せせ
らぎ郷かみつえで開催され500人以上の来場者で賑
わった。子供たちは、魚のつかみ捕りや射的に何度
も挑戦し、上・中津江有志によるシンクロナイズド
スイミングでは園児が飛び入り参加するなど笑顔の
絶えない時間となった。フィナーレの花火で会場は
一体感に包まれ、思い出に残る夏の夜を過ごした。

糸島かっぱリング交流会
　７月27日、福岡都市圏と筑後川流域市町村の住民
同士が交流を行う「かっぱリング」が糸島市で開催
され、津江小・中学校の15人と保護者が参加した。
水に関するビデオ学習や３種類の利き水大会では糸
島市の小学生と相談しながら発表。その後、砂浜で
のレクレーションと海岸清掃を行い、昼食後は一番
楽しみにしていた海水浴に笑顔がはじけていた。

日田大山

上津江

夏の夜の幻想的な光
　７月19日から31日まで、大山ダムで「ダムライ
トアップ」が行われた。昨年に続き「大山ふるさと
夏まつり」開催日に合わせて、午後８時から10時
までダムをカラフルにライトアップ。期間中は、午
後10時まで「ダムカード」を配布。また、夏まつ
りの会場では、大山ダムについてのパネル展示や説
明も行われた。

暑く・熱い　かぶと虫バトル
　７月28日、第７回小山かぶと虫すもう大会が小
山多目的交流館で開催された。約60人の子供たち
が「綱渡り・木登り・すもう」の３種目を各トーナ
メント戦で争った。自分で捕ったかぶと虫の中から
お気に入りを選び、真剣な眼差しで競い合う子供た
ち。全国１位の最高気温を記録した日に、この会場
でも白熱したバトルが繰り広げられていた。

的を見つめ、精神を研ぎ澄ます
　７月７日、日田市アーチェリー場でアーチェリー
九州身体障害者選手権大分大会が行われ、九州各県
から36人が出場し、日頃の練習の成果を競い合っ
た。当日は、気温30度を超える猛暑となったが、参
加した選手は高得点を目指して的に集中した。大会
では、選手宣誓をした日田市の投野文仁選手が、Ａ
級リカーブ男子50ｍ・30ｍ部門で１位となった。

夏休みの科学実験！
　８月８日、第22回子どもフェスティバル～科学
の遊び実験フェスタ～がパトリア日田で開催され
た。実行委員会の主催で、市内小・中・高校の理
科・科学の教師と高校生が28のブースを用意し、
子供たちと科学の不思議を体験した。今回は特別展
として移動水族館とタッチプールが登場し、参加者
は過去最高の1,180人となった。

全国でも全力を出し切る！
　５月に行われた「第20回ダイハツ全国小学生Ａ
ＢＣバドミントン大会大分県予選」に優勝し、全国
大会に出場する選手が８月６日に市役所で報告会を
行った。出場する選手から「最後まで諦めずに全力
を出し切りたい。ベスト８を目指し頑張りたい」と
熊本県八代市で行われる全国大会に向けて熱い抱負
が述べられた。
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まちの話題

認める・憧れる・挑戦する
　７月９日、前津江中学校で「日本ほめる達人協会
特別認定講師」の竹下幸喜氏を招き、親子人権講演
会が催された。「認めることでその人が成長す
る」「憧れる気持ちは、その人も同じ素質をもって
いるから」「親子の会話よりも親の態度・行動が重
要である」など、竹下氏は実体験を例に挙げ心に残
る言葉を話し今後の人生に役立つ講演会となった。

おもてなしも１番の過酷なレース
　７月28日、第６回椿ヶ鼻ヒルクライムレースが
開催された。403人の選手が大山町中川原交差点か
ら前津江町地域活性化センターまでの全長13.6㎞の
コースを一気に駆け上がった。ゴール会場では、地
域の人たちによる「おもてなし料理」が振る舞われ
た。選手たちからは「１番過酷なコースであるが、
おもてなしも１番だ」との喜びの声が上がった。

みんなで困りごとを解決しよう！
　住民自治組織「中津江むらづくり役場」には５つ
の部会があり、困りごとの解決や行事の企画等の協
議が進められている。そのうちの「まなぶ部会」で
は、家族が亡くなることに備える講座「イザという
時への備え～看取り編～」の開催を計画し、漠然と
不安に感じていることを住民自らが解決しようと協
力して取り組んでいる。

スイカはこっちかな～？
　７月19日、なかつえ保育園で夕涼み会が行われ、
園児らがダンスやスイカ割りをする姿に集まった
人々から歓声が上がった。催しを盛り上げようと住
民自治組織「中津江むらづくり役場」で各種行事等
の振興を担う「つどう部会」もバザーを出店した。
バザーを介し、地区や年代を超えて交わされる楽し
い会話に、子供から大人まで笑顔に包まれていた。

天瀬

中津江

前津江

自然がいっぱい
　６月８日・９日に旧桜竹小学校で「こどものかく
れが」が開催され、サンビレッジ上の水田で田植え
を体験した。参加者は泥んこになりながら苗を植え
たり、田んぼの中の虫を捕まえたりして楽しんだ。
子ども村プロジェクトが主催し、地元の人々が自然
体験や生活などをサポートしているもので、田植え
の後は地元の人が作ったおにぎりを頬張っていた。

楽しく笑おう
　６月30日、出口コミュニティーセンター（出口
交流館「えびす」）で、さなぼり寄席が開催され
た。「田植え後の骨休め」として始まったさなぼり
寄席。出演は、矢野大和さんと県南落語組合。この
日を楽しみにしていた人も多く、会場には笑いすぎ
て涙を流す人もいた。地域の人々が交流し、笑顔が
あふれる１日となった。

町をきれいに
　７月６日、天瀬公民館主催の小学生対象体験教
室「ｔｅａｍあまがせ」のメンバー22人が、ＪＲ
天ケ瀬駅構内とその周辺、桜滝周辺の清掃活動を行
った。この活動は、夏の観光シーズンに向けて、お
もてなしの心で街をきれいにしようと企画されたも
の。駅のベンチや看板などの拭き掃除や駅構内の掃
き掃除をし、見違えるほどきれいになった。

黒煙とともに懐かしいＳＬが！
　７月９日、平成29年の九州北部豪雨からの復興に
つなげようと、蒸気機関車「ＳＬ湯けむり号」がＪ
Ｒ日田～別府間を走るイベントが開催された。経済
団体などでつくる「大分にＳＬを走らせる会」が企
画したもの。ＪＲ久大線をＳＬが走るのは約半世紀
ぶりで、天ケ瀬駅や沿線には集まった多くの鉄道フ
ァンはＳＬが黒煙を上げる姿に歓声をあげていた。
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参加方法

Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

大好き図書館！

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　９月14日㈯　
　午後３時～
　９月28日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

  

今年の夏休みイベントも　たくさんの人が参加してくれました！

心の架け橋

問障害者就業・生活支援センターはぎの☎㉔２４５１
　社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

土日 月 火 水 木 金

９月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３
14
21
28

７６
13
20
27

12
19
26

５
９
16
23
30

２
11
18
25

４

新刊情報

セミクジラのぬけがら
ミッチの道ばたコレクション
如月かずさ／作、コマツシンヤ／絵
偕成社
なんでもあつめるのが好きなミッチが
ある日、ひろったのはクジラのかたちをした木のかけら。
家に持ち帰るが、うっかり麦茶をかけてしまう。すると、
ひらべったかったかけらがふくらんで、つやつやした小さ
なクジラに変わっていき…。ふしぎな夏のものがたり。
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問環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

　精神障がいのある人が就職を希望し、先方の会社に
問い合わせの連絡をしました。担当者に、精神障がい
の手帳を持っていることを伝え、面接日の調整を行い
ました。後日、再度担当者から連絡があり「上司の判
断で今回の面接は見送りたい」との内容を伝えられ、
面接を受けることができませんでした。支援者にその
理由を確認してもらうと「精神障がいのある人は難し
い」と判断したためとのことでした。

●不当な差別的取扱い
　今回の件は、明確な理由なく精神障がいがあるとい
うだけで、面接を取りやめています。障がいを理由に
募集や採用を拒否することは差別になります。これ
は、障害者雇用促進法でも禁止と定められています。

●合理的配慮（それぞれの配慮と対応の仕方の一例）

 精神障がいは目に見える障がいではないため、病気
や症状が分かりにくく、対応や配慮の仕方が分からな
い場合が多いと思います。だからといって、病気や障
がいの有無で判断をするべきではありません。
採用募集に対し応募があったときは、障がいのある人
もない人も面接をし「どんな人なのか」「どんな仕事
ができるのか」を考え、採用を検討しなければなりま
せん。また「障害者就業・生活支援センターはぎの」
では、障がいのある人の採用、就職後の支援を無料で
行っています。企業の人も気軽にご相談ください。

仕事がしたい～精神障がいの人の場合～

◆ボードゲームの間！（８／１実施）
・懐かしい物から定番の物、いろいろなボードゲームで盛り上がりました。

◆自分だけのジグソーパズルを作ろう！（８／３実施）
・出来上がりを楽しみに一生懸命に絵を描いていました。「パズルは学校の工作に
持っていきます」という人もいました。

◆自分の生まれた日を調べてみよう！（８／４実施）
・昔の新聞をはじめ、いろいろな資料を見て「誕生日新聞」などを作成しました。

◆親子としょかんクッキング！（８／10実施）
・初めに本の読み聞かせがあり、その後「はらぺこあおむしのカップケーキ」と
「フルーツポンチ」を楽しく作りました。みんな笑顔いっぱいで試食していま
した。

◆牛乳パックでモビールカモメを作ろう！（８／11実施）
・硬い牛乳パックを切ることや、普段することがない千枚通しでの穴あけなどに、
みんな悪戦苦闘していました。
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う
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赤線：気温の長期変化傾向

（℃）

（年）

100年で約1.9℃上昇

一人ひとりの取組で地球温暖化防止を
ＣＯ２オフセットにトライ！

10月に大分で開催されるラグビーワールドカップ2019を環境にやさしい大会に
するため、みんなで省エネに取り組んで「ＣＯ２オフセット」しよう。

①省エネチェックシートをもらう
②省エネチェックシートを活用して、省エネに取り組む
③省エネチェックシートに行動できたかチェックする
④省エネチェックシートを回収箱に提出する（10月末まで）

※配布・回収場所は市役所３日以内窓口、環境課、各振興局・振興センター。
　インターネットからも回答できます。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和元年７月31日現在） 

■人口　
　65,168人
　（前月比－50人）
・男　30,825人
・女　34,343人
■世帯数
　27,390世帯

　リズムの日
　３日㈫、10日㈫　11:00～
　お話し会
　５日㈭、19日㈭　11:00～
★敬老の日のプレゼント作り
　　７日㈯　11:00～
　　13日㈮　10:30～
　音あそび（療育事業）
　27日㈮　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　９月の主な催し　　

●お話し会
　　７日㈯　10:30～
　　18日㈬　10:30～
●敬老の日のプレゼント作り
　　11日㈬　10:30～
　　14日㈯　10:30～
●避難訓練　28日㈯

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

　ビーズ工作
　７日㈯　10:00～
●敬老の日のプレゼント作り
　　11日㈬　10:30～
　　14日㈯　10:30～
　リズム遊び
　18日㈬　10:30～
　おしゃべり広場
　25日㈬　10:30～

●保育園運動会
　７日㈯　９:00～12:00
●せいまお兄さんとあそぼう！
　10日㈫　10:00～11:00
●リトミック
　26日㈭　10:00～11:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★世代間交流～おはぎ・紙ずもう～
　11日㈬　10:00～
※参加費：100円。募集数：12世帯。
★スクラップブッキング
　12日㈭　９:45～
※材料費：1,000円。募集数：７人。
●親子英会話教室　
　17日㈫　９:30～ ９:30～12:00、13:00～15:30

土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●ベビーマッサージ
　５日㈭、12日㈭　11:00～12:00
★カレンダー作り
　９日㈪　11:00～12:00
●身体計測
　26日㈭　11:00～12:00
●お誕生会
　30日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てく
　ださい。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●リトミック
　９日㈪　11:30～
●プレママクラブ
　18日㈬　13:30～
★親子クッキング
　20日㈮　10:00～
※厚生保護女性の会「ひまわり会」と月見団子作りをします。
●８・９月生まれのお誕生会
　27日㈮　11:00～

乳

乳

乳

小

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ９
　11月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　10月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・竹田新町）

かなた

宇野光莉ちゃん
こたろう

伊藤虎太郎ちゃん
（１歳・竹田新町）

小

乳

乳

乳

小

 まひろ 
渡辺舞凌ちゃん
（１歳・新治町）

曽根良平ちゃん
（１歳・天神町）

渡邉晃平ちゃん
（１歳・竹田新町）

ひかり そうご とらい
平野総悟ちゃん
（１歳・城内新町）

江藤斗礼ちゃん
（１歳・田島２丁目）

貞清 悠ちゃん
（２歳・清水町）

ゆう
佐々木叶向ちゃん
（１歳・刃連町）

り さ
大原凜咲ちゃん
（１歳・三本松新町）

宿利叶愛ちゃん
（１歳・清岸寺町）

　　　仲摩とあちゃん
（１歳・玉川３丁目）

乳

小

𠮷田虎太郎ちゃん
（２歳・港町）

こたろう

秋吉夏芽ちゃん
（３歳・淡窓1丁目）

なつめ

森山 楓ちゃん
（２歳・城内新町）

かえで
近藤一路ちゃん
（２歳・天瀬町女子畑）

いちろ

𠮷村里菜ちゃん
（３歳・日ノ隈町）

り な
川浪柚乃ちゃん
（３歳・北友田２丁目）

ゆ の

 と あ りょうへい

こうへい

乳

みなと
德丸湊大ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

森 奏大ちゃん
（３歳・石井２丁目）

そうた

乳

小

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９
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　２年連続３回目の夏の甲子園に出場した藤蔭高等学校野球部。８月８日、大会３日目の第２試合に出
場した。高知県代表の明徳義塾高校と対戦し、４対６と敗れはしたものの、最後の最後まで分からない
接戦を繰り広げた。
　彼らの熱い試合に、球場では熱のこもった声援と鳴り止まない拍手が響き渡り、私たちの心に残る忘
れられない試合となった。

藤蔭高校野球部
甲子園で躍動！
日田の大きな誇りに

日田市公式動画チャンネル
HitaTubeで甲子園動画配信中！
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